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新技術の普及とリスク低減に向け
た安全研究

緒方　雄二
Yuji Ogata

国立研究開発法人産業技術総合研究所
 安全科学研究部門 研究部門長

国立研究開発法人産業技術総合研究所（以
下、産総研）では、エネルギー・環境技術か
ら地質・計量標準まで産業全般に渡り多くの
研究開発を実施しています。これらの研究成
果は、日本の産業を支える重要な研究であり、
報告書、論文や特許等の成果として報告され
ています。しかし、これらの技術成果も、社
会で利用されて役立てるものではないと十分
な成果とは評価されない時代となっていま
す。つまり、新しい技術が社会で役立てる研
究であることが重要となっています。また、
産総研で開発された技術を民間企業で活用で
きる様な研究である「橋渡し研究」が重要と
なっています。

安全研究では、産業事故の原因を解明し、
未然に防止するための研究が重要であること
は言うまでもありません。産総研安全科学研
究部門の安全研究でも、事故の原因解明と防
止対策研究を実施し、その成果は高圧ガス保
安法や火薬類取締法等の産業安全関係の法令
改正等に必要なデータとして活用され、研究
成果を挙げています。また、現在、産総研安
全科学研究部門では、事故事例データベース
を活用して過去の重大事故を解析し、産業現
場に潜む高圧ガス等の危険性を顕著化させた

チェックポイントを抽出し安全な技術として
評価するための研究開発を進めています。

最近、ナノ材料や水素等の新しい技術の実
用化と普及が進んでいますが、これらの新し
い技術が安全であることを事前に評価するこ
とも重要になっています。新しい技術を評価
する手法として、テクノロジーアセスメント
に関する研究が、以前から進められています。
これは、新しい技術を評価する上では重要な
研究です。また、安全性を評価するのと同時
に、その技術が社会で受容できる技術である
ことを示す必要があります。いわゆる社会受
容性が重要になります。しかし、新しい技術
でも経済性を無視することはできず、リスク
を適切に評価することが重要になります。も
ちろん、新しい技術の導入で、リスクは大幅
に増大することも考えられますが、別のリス
クは低減でき、エネルギー削減等の大きなメ
リットがあることも想定できます。リスクを
比較することは、難しい課題ですが、異なる
リスクを適切に評価することで、リスクト
レードオフが可能になります。

安全研究では、リスクトレードオフ、リス
クコミュニケーション、社会受容性等が重要
なキーワードになるかと思います。


